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出水中央は１-４-３-３、鹿児島は１-３-４-３のシステム。前半は、お互いにFWのパワーと
スピードを活かしてシンプルなロングフィードから得点を狙う。鹿児島は、プレスが弱まるサ
イドのスペースからWB⑦森山とWB⑲バシストからチャンスを作る。前半１９分右サイドでWB
⑲からのクロスにゴール中央でフリーになったFW⑩川口が右足を振るが枠を捉えることが
できない。その後、CKやスローインのセットプレーからチャンスを作るが、無得点のまま前
半を終了する。後半に入り、お互いのDFラインが深くなり中盤にスペースができたことで
チャンスが増える。出水中央が５７分、中盤でボールを奪ったDF⑮一住連がDFラインの背
後に縦パスを送ると、それに反応したFW⑨山野がGKの頭上を越すループシュートで先制
に成功する。その後、攻勢を強める鹿児島は右サイドを起点に何度もチャンスを作るが、
出水中央のGK①東を中心に粘り強い守備で得点を許さず、合計スコア1対０で出水中央が
勝利した。
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